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常総粘土の水分特性と分散性 
Soil water characteristics and colloidal stability of Joso-clay 
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１．はじめに 

一般に，粘性土を風乾すると塑性図上のプロットが左下に移動する．ところが，茨

城県阿見町下吉原で採取した常総粘土は，風乾によって右上に移動した．この原因を

説明することを目的として，ここでは常総粘土の水分特性および分散性を調べた． 

２．試料  
茨城県阿見町下吉原で採取した常総粘土を用いた．この常総粘土の主要粘土鉱物は

スメクタイトであり，ハロイサイトはあまり含まれていない．さらに，スメクタイト

の中でもバイデライト質であり，モンモリロナイト質ではない．この常総粘土に含ま

れるアルミニウムと鉄をDCB法（Na2S2O4-NaHCO3-Na3C6H5O7法）で脱鉄処理して測定

した結果，アルミニウムが4.0 g kg-1，鉄が5.1 g kg-1溶出した．霞ヶ浦ヘドロの場合（ア

ルミニウム2.2 g kg-1，鉄19.3 g kg-1）と比べるとアルミニウムの含有量が多く，鉄は少

ない． 

３．実験方法 

JIS A1205による液性限界・塑性限界試験，水位差法（pF 1.3~1.7）と吸引法（pF 2.0~2.5）
による水分特性試験，濁度計（散乱光）を用いたpHに対する分散し易さの測定，およ

びイオン交換法による各pHでの荷電特性の測定を行った． 

４．結果と考察 

常総粘土の塑性図をFig.1に示す．塑性図上のプロットは風乾によって右上に移動し

た．これは液性限界が上昇したためで

ある．塑性限界にはほとんど変化が無

かった． 

一般に液性限界はpF 1.5付近に，塑性

限界はpF 3.0付近に相当するとされてい

る．Fig.2に水分特性曲線を示す．粒径無

調製と粒径2 μm以下の試料では風乾に

よって含水比が低下した．しかし，粒径

0.2 μm以下の試料ではpF 1.5前後で上昇

した．このことから，常総粘土の液性限

界が風乾によって上昇する原因が，粒径

0.2 μm以下のコロイド分の性質に関係す

る可能性が考えられる．液性塑性限界試

Fig.1 常総粘土の塑性図
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験は粒径無調製の試料を用いたのに，

同じ試料の水分特性試験結果との間

に矛盾が生じた原因としては，液性

塑性限界試験が動的であるのに対し

て，水分特性試験は静的であること

が考えられる． 

Fig .2　常総粘土の水分特性曲線
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Fig.3に常総粘土のpHによる分

散性の変化を示す．生土と過酸化

水素水処理土では分散性に違いは

見られず，pH 4.0以下で凝集した．

一方，脱鉄処理土はpH 3.1以下で

凝集した． この原因は，脱鉄処理

によってアルミニウムや鉄などが

取り除かれたことにより，負電荷

が増加したためと考えられる．  

Soil water characteristic curve of Joso-claySoil water characteristic curve of Joso-clay 

Fig.3　pHによる常総粘土の分散性の変化
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Fig.4に常総粘土の荷電特性を

示す．脱鉄処理により，負電荷

（CEC）が約2倍 (非脱鉄試料は平

均24 cmolc kg-1，脱鉄試料は平均44 
cmolc kg-1)に増加した．またpHが

低下するにつれて，負電荷がやや

減少する傾向が見られた.一方，正

電荷（AEC）はpHの低下に伴って

ごくわずかに増加する傾向が見ら

れた．ただし，その量は正電荷の2
～3%であり，荷電特性から  Fig.3
を説明することが困難である．な

お，pHによってCECの値にばらつ

きがあることについては，測定直

前の試料の撹拌不足が原因と考え

られたので，再度測定する予定で

ある． 
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Fig.4　常総粘土の荷電特性
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５．今後の課題 
非脱鉄土CEC 脱鉄土CEC

1)風乾によって常総粘土の液性限

界と粒径0.2 μm以下の粘土の保

水性が上昇する原因を明らかに

する． 

非脱鉄土AEC 脱鉄土AEC

2)常総粘土の分散性と荷電特

性の関係を明らかにする． 
Charge characteris tics  of Joso-clayCharge characteristics of Joso-clay 


